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市議会行政視察

海外に学ぶ
デジタル技術の急速な進展、頻発

する自然災害、少子高齢化、そして地
球規模の環境問題に対し先進的な取
組みを調査・把握し、得られた知見を
今後のわが市の取組みに具体的に活
かしていくため、視察を行いました。

『令和７年度海外都市行政視察報告』
参加者　落海直哉　小池恵美子　向井哲浩
日　程　令和７年10月26日～10月30日
視察先　台湾

位
で
の
人
的
な
声
か
け
を
徹
底
し
て

い
る
ほ
か
、
民
間
団
体
が
平
時
か
ら

行
政
と
連
携
し
、
発
災
時
に
炊
き
出

し
等
を
行
う
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
（
技
術
）
と
ソ
フ
ト
（
人
の

つ
な
が
り
）
の
両
輪
で
防
災
力
を
高

め
る
姿
勢
は
大
い
に
参
考
と
な
る
も

の
で
し
た
。

■
農
業
部

（
旧
行
政
院
農
業
委
員
会
）

視
察
事
項

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
と
「
食
農
教
育
法
」
に
基
づ

く
人
材
育
成
・
農
村
振
興

2023
年
に
省
庁
へ
昇
格
し
た
農
業
部

を
訪
問
し
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

へ
の
対
策
を
調
査
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
農
業
の
分
野
で
は
、
ア
プ
リ

で
環
境
制
御
を
行
う
ト
マ
ト
栽
培
に

よ
り
労
働
負
担
が
大
幅
に
削
減
し
た

事
例
や
、
有
機
農
業
を
エ
リ
ア
単
位

で
推
進
す
る
「
有
機
農
業
促
進
区
」

な
ど
、
先
進
的
な
取
組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
若
者
の
就
農
支
援
に
お
い
て
、

単
に
技
術
補
助
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

企
業
と
連
携
し
て
「
販
売
ル
ー
ト
」

リ
は
、
災
害
時
の
避
難
情
報
だ
け
で

な
く
、
普
段
か
ら
病
院
の
混
雑
状
況

や
交
通
情
報
を
確
認
で
き
る
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。「
平
時
に
使
え
な

い
も
の
は
有
事
に
も
使
え
な
い
」
と

い
う
考
え
の
も
と
、
日
常
的
な
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
活

に
定
着
さ
せ
て
い
る
点
は
非
常
に
合

理
的
で
あ
り
、
本
市
の
情
報
発
信
施

策
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
る
べ
き
視

点
で
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
を
使
え
な

い
高
齢
者
等
に
対
し
て
は
、
地
域
単

■
内
政
部
消
防
署

（
中
央
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
）

視
察
事
項

官
民
連
携
に
よ
る
強

固
な
防
災
体
制
と
、
日
常
利
用

を
重
視
し
た
ア
プ
リ
活
用

国
か
ら
行
政
区
ま
で
一
貫
し
た

指
揮
系
統
が
確
立
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
通
信
手
段
を
多
重
化
し
、
災
害

時
の
通
信
断
絶
リ
ス
ク
を
徹
底
し
て

排
除
し
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き

は
、
防
災
ア
プ
リ
「
消
防
防
災
ｅ
点

通
」
の
普
及
戦
略
で
す
。
こ
の
ア
プ

を
先
に
確
保
し
、「
稼
げ
る
見
通
し
」

を
セ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
る
点
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
事
例
を
参
考
に
制
定

さ
れ
た
「
食
農
教
育
法
」
の
下
、
国

認
定
の
専
門
講
師
の
育
成
や
、
農
村

の
高
齢
者
が
集
う「
グ
リ
ー
ン
ケ
ア
」

の
活
動
も
活
発
で
す
。
最
先
端
技
術

に
よ
る
効
率
化
と
、
食
育
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ケ
ア
と
い
う「
人
の
温
か
み
」

の
両
輪
で
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

す
台
湾
の
姿
勢
は
、
本
市
の
農
業
振

興
の
重
要
な
指
針
と
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。

■
国
家
科
学
及
技
術
委
員
会

新
竹
科
学
園
区
管
理
局

視
察
事
項

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政

に
よ
る
産
業
支
援
と
生
活・研
究

が
一
体
化
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム

世
界
的
な
半
導
体
産
業
の
集
積
地

で
あ
る
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を

視
察
し
ま
し
た
。
最
大
の
特
徴
は
、

視察報告書は
コチラから

農業部で説明を
受ける様子
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■
高
雄
市
政
府
交
通
局
・

　

都
市
発
展
局

視 

察
事
項　

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

交
通
戦
略
と
官
民
連
携
に
よ
る

港
湾
都
市
の
再
生

　

持
続
可
能
な
都
市
へ
の
転
換
を
進

め
る
高
雄
市
を
視
察
し
ま
し
た
。交
通

局
で
は
、市
内
全
域
を
監
視
す
る
交
通

セ
ン
タ
ー
が
、人
流
デ
ー
タ（
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）

を
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
即
座
に
活
用
し

て
い
ま
す
。来
場
者
の
性
別
や
居
住
地

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
し
、ト
イ
レ

増
設
や
バ
ス
増
便
な
ど
の
対
策
を
打

つ「
実
践
力
」は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
と
し
て
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

都
市
発
展
局
で
は
、港
湾
部
の
古
い
倉

庫
を
行
政
が
先
行
投
資
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、市
民
の
憩
い
の
場
に
変
え

る「
亜
洲
新
湾
区
」計
画
や
、副
市
長

主
導
で
縦
割
り
を
排
し
、驚
異
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
企
業
誘
致（
ら
ら
ぽ
ー
と
等
）

を
実
現
す
る
体
制
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
効
率
化
と
、行
政
が

リ
ス
ク
を
取
っ
て
民
間
を
呼
び
込
む

熱
意
。
こ
の
両
輪
が
、市
民
生
活
の
質

を
高
め
る
都
市
経
営
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
国
立
陽
明
交
通
大
学

　
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｕ
）

視 

察
事
項　

デ
ジ
タ
ル
医
療
の
実

装
と
幼
児
教
育
か
ら
始
ま
る
半

導
体
人
材
育
成

　

医
学
と
理
工
学
が
融
合
し
た
台
湾

屈
指
の
研
究
大
学
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

医
療
分
野
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
手
術
中
の
危

険
部
位
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
感
染
症
マ
ッ

プ
を
公
開
す
る
な
ど
、
先
端
技
術
が

社
会
実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
・
大
学
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
エ

コ
シ
ス
テ
ム
」
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
特
に
人
材
育
成
は
大
学
生
だ
け

で
な
く
幼
稚
園
児
に
ま
で
及
び
、
※
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
等
と
連
携
し
て
「
半
導
体
お
も

ち
ゃ
」
や
科
学
体
験
の
場
を
提
供
す

る
な
ど
、
幼
少
期
か
ら
科
学
へ
の
関
心

を
育
ん
で
い
ま
す
。
日
本
と
の
連
携
に

も
熱
心
で
、「
基
礎
研
究
の
日
本
、
製

造
の
台
湾
」
と
い
う
補
完
関
係
を
築

く
台
日
連
携
オ
フ
ィ
ス
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
学
を
核
に
産
業
界

や
教
育
を
巻
き
込
む
「
※
タ
ウ
ン
＆
ガ

ウ
ン
構
想
」
を
進
め
る
本
市
に
と
っ
て
、

非
常
に
示
唆
に
富
む
事
例
で
し
た
。

管
理
局
が
行
政
権
限
の
一
部
を
持
ち
、

企
業
の
許
認
可
手
続
き
を
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
」
で
完
結
さ
せ
て
い
る
点
で

す
。さ
ら
に
、従
業
員
宿
舎
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
無
料
オ
フ
ィ
ス

提
供
や
専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談
ま

で
、
管
理
局
が
一
元
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、

計
画
段
階
か
ら
十
分
な
供
給
余
力
を

確
保
し
つ
つ
、
利
用
水
の
80
％
以
上

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
体
制
も
整
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
非
常
時
に
は
、
近

隣
農
家
に
補
償
金
を
支
払
い
農
業
用

水
を
融
通
す
る
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、

国
全
体
で
産
業
を
守
る
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
単
な
る
工
業
団
地

で
は
な
く
、
研
究
・
居
住
・
教
育
が

一
体
と
な
っ
た
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
本
市
の

産
業
振
興
に
お
け
る
重
要
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

■
全
体
を
通
じ
て

前
述
の
ほ
か
、
視
察
先
で
は
多
く
の

貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
台
湾

は
、
世
界
を
牽
引
す
る
半
導
体
産
業

の
集
積
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
防
災
や
都
市

再
生
な
ど
、
日
本
と
共
通
す
る
社
会

課
題
に
対
し
て
独
自
の
解
決
策
を
提

示
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
経
済
安
全

保
障
や
人
的
交
流
の
面
に
お
い
て
、

日
本
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
欠
か
せ
な

い
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
視

察
で
は
、
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
産

学
官
が
一
体
と
な
っ
た
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
、
日
本
と
は
異
な
る

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
多
角

的
な
視
点
を
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

や
産
業
振
興
、
そ
し
て
日
台
間
の
国

際
交
流
の
推
進
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。
最
後
に
、
視
察
の
手
配
を
は

じ
め
、
台
湾
訪
問
の
窓
口
と
し
て
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処
の
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※ＴＳＭＣ　　台湾積体電路製造股份有限公司。台湾にある世界最大の半導体受託製造企業。
　タウン＆ガウン　　６ページをご参照ください。

国家科学及技術委員会
新竹科学園区管理局
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